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　　　　　　　　　　　　　　　　　☆

　　　　　　　　　　　　東璽天文聞書

☆馨星諜・COMETS明18年に鮮歯すると思はれる週期彗星は下の4つである・

　第2ネウイミン星（NeujminlP［19271】　週期5・43年，近：日黒占通過四月．

　ダレ・スト星（D’Arrest）　［192311］　　6．68年，　　　九月．

　ダ＝エル星（Daniel）　　　［19371］　　　6．82年，　　　　十一月．

　シ。1・マス星（Schaumasse）［1927VIII］　　7．93年，　　　　八月＝

　　　　　　　　　　　も　何れも過去に2回以上護見されたもので，ダニエル星は廣瀬秀雄氏の計算姉

歯と清水眞一氏の獲見とによって1937年以來確實になったもの．他の3星は最

近の1～2回の齢來に褒見されなかったものであるが，今回は好都合と思はれ

る．詳細は本誌次號の年鑑を見られよ．（進）

☆太陽諜　SUN　（1942年九月分）　　　　幹；事大石辰次　（里Oisi，　Secretary）

　邉加報告・山田勇次氏、四月分，日；藪7月，相熱論ZF均38．4．

　　　　　西尾利夫氏，一一月分，日激21日，相封建選鉱30、2．

　　　　　同氏，七月分，日歎20日，相劃将卒均15．3．

　黒黙概況．前月より績いた一一Ptは6日頃より活濃となり9日に西渡した．13日

東現の立后有核心は殆ど原形のままにて西託した．22日東現の一群は23日は双

頭型を示したが崩面して26日浩失した．上記外に4群程短期或は淋しく見られ

た。

観測状況本月も保積氏の24日は最高であるが，報告が個々の群別の詳細が記

されす，爲に残念ながら比較研究に面面が割引かれて了つた．津留氏とは密接

な連絡を持って居るが，本月の15日は天候とは日へ残念であった．高杉氏の報

告からは良い暗示を得た．上旬終りに東庭球に出現した一群は，襯温したのは

筆者のみであった．

　難報新に植田耕作氏を迎へました．明星槻測報告は一部訂正しました．（個

人名の報告を望む）

　襯測地，位置，口径，倍率器械，．方法等の不明，落記が一般に多い．域は攣

更も理由を明かにして戴き度い・奉月18個中完全なものは9個であって他｝ま献

除した所があった．

　i氣象記號を使用する人が二三ある．之は排す可き事でなく，寧ろ面白く，我

等の部門にも斯うした傾向は歓迎する．獲案者は是非費行に移して下さい，
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太陽二三相二二報告（1942年九月）Sun・spot　Relative　Nos．，　September，1942．

難
個
数
M
．
搬

十
八
嚢
中

山
田
西
巻
高
杉
重
春
㎜

保
、
積
善
太
郎
翫

大
石
辰
次
α

沓
掛
七
二
駄

金
田
伊
三
吉
蜘

二二四竹
田井邊脇

毛勇
雄次
V．N，　Yy

　　　
東東

厭尿
市市
）　 ）

成

麿潤
Kb　rru

（
東
京
市
）

（
東
．
京
市
）

〈
静
岡
縣
）

（
長
野
縣
）

（
石
川
縣
）

（
名
古
屋
市
）

（
滋
賀
縣
）

泰
雄
鵬
（
京
都
市
）

耕
作
恥

明
星
観
測
班

坂西，二二西
上山留田尾

利
天
婦

長
紐
繁
雄
h

峰
雄
猟

　
溶
融

（
大
阪
市
）

（
大
阪
市
）

（
大
阪
市
）

（
大
阪
市
）

（
熊
本
市
）

（
見
聞
市
）

（
鹿
見
島
市
）

寺
師
・
後
藤
　
　
（
七
高
天
丈
部
）

観
測
収
獄

（
翻
測
地
）

135　42　32122　38105ユ50　32　45　　75　32　55102　55　75　55　75　75

b
η
且
4
・
・
一
9
n
聡
盟
尼
　
B
9
畳
4
百
6
9
4
5
7
8
題
押
㎝
9
舞
7

310

71　64　45　48　65　75　60　40　53　60　50　64　75　64　64　64　46　80

　　　　　　叙　　　　　　　　曜

PPDPDPDDDDDDPDPDDD？PDrtC　M’　O－2Z　1i　ll　U　11　22　O　R　R　11　11　11　11　11

MMO13　OOC　12　12　OOCOOOOCMM　O　27　O　27　’ n　12　17　O　13　28　13　13　25　22　C

33　M　025　C　iM　O　CM　25　CRCR　CC
3－t・　M　O　28　13　O　O　26　40　O　28　CCRRRC
『M”『M”1言．’了4「一亙ぎ「．M”「M’…’招．．“’irt”』’』16閲「．M「閲．じ171314　c　c

MM　16　31　M　C　22　C　22　15　M　31　28　18　26　47　26
18　M　15　17　MM　26　’13　22　16　15　C40　IS　15　21　17
18　MM　16　16　16　18　13　17　O　15　C27　18　14　17　16
M　M　M　22　m．9．．．．．．Q．．．C．．．　Q．．mP．．v！2．．．”．P．．．．．4．；“”rC．．．．．，9．．．．．S），．．．9，”．M．．．．．．，Q

（””l””’b’””il”””6”””O”’一”O”””b”””tt　M　o　R　c　O　O　o　o　o

MMRCCユ20QOMORC1212ユ2C12M　M　12　23　23　23　O　O　OM　O　R　C　23　23　23　12　iM
25　M　22　R　23　34　14　O　1？．　M一　O　C　’C　36　36　23　M　C
C　M　，22　R　mR．．．．．．1．”．．．R．．．．．．R．．．？．？．．．．．R．．．．．．．．．．．．？．．4．．．．．．C．．．．．？．4．．．．．．R．．．．．．R．．．．．．R．．．．．R．．．

”C”’ltz（””iV”’i’2”””M　”12　”C　M　22　M　i　5　25　13　23　24　12　！4　L，5

MM　11　R　CM　15　C　C　12　16　R　CC　11　MC　11
12　M　11　R　11　11　15　11　35　11　C　C　23　C　R　C　C

RM　RR　11　11　11　MR　11　R　CRRRRRRMCRRR？一RR、．．．R．＿．．．＿．．R、．．R脅3．ユ！．．ユェ．ユ3．．．IJ．．

”C””213’””i’1”’”R’”””R””’R’’’”／i’’’’”R””’R’　C　R　R　11　11　11　12　lj．

C　28　1！　R　24　27　P．　O　36　30　28　RRRRRR
222524MM25工502630192527323025．21242：．　25　15　R　15　13　C　23　26　15　17　15　M　31　14　14　21　M
19i41314ユ3132423　C．．』エタ．．．真§．．．範．．．！7．．「坦．』！塗．．珍．3◎．．！3

亙4’〒露’’”i1”’『一じ””R”‘M．．”27’”．’¢．’”む13　　29じ311524CM

17　C　 11　工1　工2　M　33　　0　13　15　　0　29　C　］2　14　22　C　14
23　C　14　C　13　13　C　OM　18　19　g．O　C16　17　12　CM
26　29　18　R　C　19　R　C　19　20　31　C　C　24　15　33　M
15　M　14　M　C　15　M　C　17　22　CRC22　15　BC
14　7　24　15　17　2C　18　12　21　21　20　17　5　23　24　23　15　14

21　12　・19　12　14　12　5　16　19　7　21　20　15　15　17　14

口裡
置］111

倍率
　×

怯方

1
2
3
4
5
…
6
7
8
9
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
占
11
P2
P3
P4

香
c
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
　
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
…
2
6
2
7
2
8
2
9
勝

日数
Davs
膿i．・・ 12　・19　12　14　12　5　16　19　7　21 20

一人卒均臼藪　172日

註　B＝特別事情で闇闇。 ？窺相丁数11以下で列明困難のもの
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☆流星課報轡METEORS（132）　課長／1旗孝二鄭（K．　Komaki，　President）

　E2　it昭和17年も最：後の十二月を迎へることとなつk．十二月の流星群は，十

一月末からつN“く大熊座μ群，中旬の双子座群，20日頃の小熊座β群が押し

いものであるが，その中，本年は月の關係から云って双子座群の條件が極めて

よい．下記の次第で同時槻測計書を立てた．多数の参加を希望する．

間
鮒
期
曝

方向

十二月10日より15日まで（6日間）

臨画23時より翌日1時まで（2痔間の磁績困難のものは最初の一時間

を選ぶとと）

．（二野の中心たるべき星座を示す）

　A．近畿班
　　　　大阪：Gem，和歌山：Lin，田上：Ori～Tau，

　　　　紳戸＝Gem－Can，徳島：Lin～LMi，槻音寺：Leo～LMi．

　　B．關東班

　　　　東京：Gem，鎌倉：Lin，甲府：Can～Leo．

’方法　一般には肉眼観測によるが，爲眞機を持’ち合せの方は，肉眼覗野と一同

　　　一方向に向けて，並行して観測をされたい。

例によって＋二月中の主要流星耕の輻射黒占をかXげる．

期
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附近の星　　性 状

X環16日～XII月8日

wII月7日～　17　巳 14ユ！B

155。

P13

＋39・i
　　　大熊伊
{321双子θ

速，痕

m速，短，顯著，輻射黙移動

XI硝上旬～中旬 P

119 十29 双子β 稽速

XII月20日～22　日 1
218 ＋78　　1 小熊β タトンレ彗星と關聯

一　一

　　　　　　　×　　　　　　×　　　　　　×　　　　　　×　×一

　利歌山縣橋本町の竈井啓一氏から珍らしい流星の報告があった．十月3日夜

19時20分頃に出現したもので，南魚座に：始まり，鶴座，むしめがね座，南冠座

を維て，蜴座η附近で山に渡するまで，實に糧績時間1分12秒とV・ふ稀有のス

ロiモ1シ。ンであった，磯見當酒色は青白色，光度は・3．5等であったが，漸次

赤色になり，光度も3等に増光した．～⊃の流星は，去る昭和9年八月21日に，

九州南方を飛び，怪飛行機とか，怪火，平門とうわさされた火球（天界第15巻

第168號，第169號）と軌を一にするものであらう．光度も，色も，速度も酷似

してみる．たk’分裂などの事がなかった爲廣く注意されなかったものらしい．

東海地方及び近畿四國の南部及南方海上に多少の實見者がある筈だ．これにつ

いて何等かの報告に接してみる方は筆者まで御通知ありたい．


